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市
は
、
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
」
の
設
置
に
対
し
て
補
助

金
を
支
給
し
ま
す
。
定
員
あ
り
。

　
こ
の
補
助
制
度
は
、
平
成
　
年
３

２２

月
に
策
定
し
た
「
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ン
～
西
宮
市
地

球
温
暖
化
対
策
地
方
公
共
団
体
実
行

計
画
（
区
域
施
策
編
）
」
に
基
づ

き
、
家
庭
部
門
か
ら
排
出
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
く
ら
し
の
情
報
似
環
境
・
緑
化
・

衛
生
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
申
込
方
法
な
ど
問
合
せ
は
環
境
都

市
推
進
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３

５
・
３
４
７
９
）
へ
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関

す
る
全
般
的
相
談
は
、
太
陽
光
発
電

相
談
指
導
セ
ン
タ
ー
（
０
７
８
・
３

７
１
・
６
０
０
０
）
へ
。

　
【
対
象
】
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人△

自
ら
が
居
住
す
る

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
て
い
る
こ
と△

同
シ
ス
テ
ム
の

設
置
に
対
し
、
平
成
　
年
度
ま
た
は

２２

　
年
度
の
国
（
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
補

２３助
金
交
付
決
定
通
知
書
が
発
行
さ
れ

て
い
る
こ
と△

市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
な
ど

　
【
補
助
金
額
】
一
律
　
万
円

１０

　
【
申
込
締
切
】
平
成
　
年
３
月
　

２３

３１

日
ま
で
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
工
事
を
完
了
し
た
場
合
は
　
年
　

２３

１０

月
　
日
、
　
年
４
月
１
日
以
降
に
完

３１

２３

了
し
た
場
合
は
　
年
３
月
　
日

２４

２３

電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
省
エ
ネ
機
器
を

設
置
し
た
場
合
、
費
用
の
３
分
の
１

（
上
限
　
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

２５

定
員
あ
り
。

　
省
エ
ネ
機
器
と
は
、
高
効
率
給
湯

器
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、
エ
コ
ジ
ョ
ー

ズ
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
、
エ
コ
ウ
ィ

ル
）
、
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
（
太

陽
熱
温
水
器
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
）
で
す
。

　
た
だ
し
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
補
助
金
制
度
と
の
重
複
申

請
は
不
可
。
ま
た
、
省
エ
ネ
機
器
に

対
す
る
国
な
ど
の
補
助
金
の
受
給
者

は
対
象
外
で
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
問
合
せ
は
環
境
都

市
推
進
グ
ル
ー
プ
へ
。

　
※
申
込
締
切
は
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
制
度
と
同

様
で
す

　
市
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
補
助
金
制
度
の
対
象
者
が
、

平
成
　
年
４
月
以
降
に
、
太
陽
光
発

２２

　
市
は
、
夏
の
電
力
不
足
に
備
え
る

た
め
、
７
月
１
日
～
９
月
　
日
の
期

３０

間
、
節
電
対
策
を
実
施
し
て
、
市
役

所
本
庁
舎
で
　
％
、
そ
の
他
の
市
の

１０

施
設
で
５
％
以
上
の
節
電
を
目
指
し

て
い
ま
す
（
中
央
病
院
、
高
齢
者
や

乳
幼
児
等
が
利
用
す
る
施
設
で
は
、

配
慮
の
う
え
取
り
組
ん
で
い
ま
す
）。

　
主
な
取
り
組
み
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
合
せ
は
、
①
に
つ
い
て
は
施
設

保
全
管
理
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・

３
５
・
３
５
７
５
）
、
②
・
③
に
つ

い
て
は
人
事
課
（
０
７
９
８
・
３

５
・
３
５
１
８
）
へ
。

《
取
り
組
み
内
容
》

　
①
本
庁
舎
を
は
じ
め
各
施
設
の
照

明
器
具
の
間
引
き
や
空
調
温
度
の
適

正
化
を
行
っ
て
い
ま
す

　
②
職
員
の
定
時
退
庁
を
従
来
か
ら

の
水
曜
に
加
え
、
金
曜
に
も
実
施
し

て
い
ま
す

　
③
８
月
　
日（
木
）・
　
日（
金
）の

１８

１９

午
後
半
日
、
本
庁
舎
・
教
育
委
員
会

庁
舎
・
南
館
・
東
館
を
閉
庁
し
ま
す

（
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
他
の
施
設
は
通
常
通
り
業

務
を
行
い
ま
す
）

　
※
業
務
に
関
す
る
問
合
せ
は
各
担

当
窓
口
へ
。
閉
庁
に
つ
い
て
詳
し
く

は
本
紙
８
月
　
日
号
で
お
知
ら
せ
し

10

ま
す

　
関
西
電
力
は
現
在
、
電
力
需
給
情

報
を
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
で
ん

き
予
報
」
（http://w

w
w
.kepco

.co.jp/setsuden/graph/

）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
電
力

使
用
率
が
　
％
を
超
え
る
見
込
み
と

９７

な
っ
た
場
合
に
、
テ
レ
ビ
等
の
報
道

機
関
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
節
電
を

呼
び
か
け
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
た
場
合
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

さ
く
ら
Ｆ
Ｍ
（
　
・
７
メ
ガ
ヘ
ル

７８

ツ
）
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ま
た
、
本
庁
舎
お
よ
び

各
施
設
の
照
明
や
空
調
設
備
の
使
用

を
控
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
関
西
電
力
へ
の
問
合
せ
は
「
節
電

お
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
０
１
２
０
・
９
１
１
・
７
７
７
）

へ
。

　
道
路
・
公
園
な
ど
の
多
く
の
人
が

集
ま
る
場
所
で
の
「
歩
き
た
ば
こ
」

は
、
や
け
ど
な
ど
の
安
全
面
だ
け
で

な
く
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
ま
ち
の
環

境
美
化
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
迷
惑
行
為
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
６
月
か
ら
、

２０

「
快
適
な
市
民
生
活
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
に
お
い
て
、
市
内
公
共
の

場
所
に
お
け
る
歩
き
た
ば
こ
（
歩
行

中
お
よ
び
自
転
車
運
転
中
の
喫
煙
）

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
一
部
の
駅
前
で
は
、
喫
煙
マ
ナ
ー

を
指
導
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
路
上
に
捨
て
ら
れ
た
吸
い
殻

も
多
く
、
よ
り
一
層
の
喫
煙
マ
ナ
ー

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
全
域
で
の
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上

に
む
け
、
今
後
も
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
合
せ
は
環
境
都
市
推
進
グ
ル
ー

プ（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８
１
８
）

へ
。

　
市
は
、
雨
水
タ
ン
ク
と
浸
透
桝

（
ま
す
）
の
設
置
に
対
す
る
助
成
制

度
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
助
成
制
度
は
、
側
溝
や
下
水

道
管
に
流
れ
込
む
雨
水
を
少
し
で
も

減
ら
し
て
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
雨
水
を
土
に
返
し
て
健

全
な
水
循
環
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
申
請
の
受
付
期
間
は
、
８
月
１
日

～
来
年
１
月
　
日
（
受
付
順
に
審
査

３１

を
行
い
、
申
請
総
額
が
予
算
額
に
達

す
る
と
締
め
切
り
ま
す
）
。
申
請
を

受
け
付
け
て
市
が
承
認
し
た
後
に
購

入
・
設
置
し
た
も
の
が
助
成
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
の
情
報
似
下
水

道
・
河
川
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
は
下
水
河
川
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
６
５
４
）

へ
。

　
市
は
、
市
内
の
大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
な
ど
に
関
す
る
環
境
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
の
調
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２２

　
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
の
情
報
似
環
境
・
緑
化
・
衛

生
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
は
環
境
監
視
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８
０
９
）
へ
。

（
１
）
大
気
汚
染
常
時
監
視
結
果

　
市
内
の
　
地
点
に
測
定
局
を
設
置

１１

し
、
①
二
酸
化
硫
黄
、
②
浮
遊
粒
子

状
物
質
（
粒
径
が
　
マ
イ
ク
ロ
丿
以

１０

下
の
ほ
こ
り
）
、
③
窒
素
酸
化
物
、

　
夙
川
・
武
庫
川
な
ど
市
内
　
河
川

２０

の
　
地
点
、
お
よ
び
香
櫨
園
浜
・
甲

３５
子
園
浜
な
ど
海
域
の
６
地
点
で
水
質

の
常
時
監
視
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項

目
」
に
つ
い
て
は
、
　
の
調
査
項
目

２５

の
う
ち
、
フ
ッ
素
と
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ

ン
を
除
く
　
項
目
で
、
全
て
の
地
点

２３

で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し

た
。
　
フ
ッ
素
に
つ
い
て
は
、
５
河
川
９

地
点
で
、
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
も
六
甲
山
系
の

地
質
に
よ
る
自
然
的
な
影
響
で
す
。

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
東

川
親
水
南
公
園
に
て
　
月
に
環
境
基

１２

準
値
を
超
過
し
て
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
原
因
は
不
明
で
す
が
、
そ
の
後

の
調
査
で
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
　
「
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項

目
」
に
つ
い
て
は
、
夙
川
・
武
庫
川

に
お
い
て
、
有
機
汚
濁
の
代
表
的
な

指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量
。
値
が
大
き
い
ほ
ど
水

が
汚
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
）
が
環

境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
他
の
河
川
に
お
い
て
も
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は

低
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
市
内
河

川
の
水
質
は
良
好
に
保
た
れ
て
い
ま

す
。
　
海
域
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素

要
求
量
）
・
全
窒
素
・
全
り
ん
の
項

目
に
お
い
て
、
全
て
の
地
点
で
環
境

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
透
明

度
も
前
年
度
調
査
結
果
に
比
べ
て
若

干
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
１
）
自
動
車
騒
音
・
振
動

　
市
内
の
４
国
道
と
主
な
県
道
・
市

道
で
、
自
動
車
騒
音
・
振
動
お
よ
び

交
通
量
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
騒
音
は
国
道
２
号
・
１
７
１
号
・

１
７
６
号
の
調
査
地
点
に
お
い
て
、

夜
間
の
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま

せ
ん
。
一
方
、
振
動
は
全
調
査
地
点

で
、
改
善
措
置
を
要
請
で
き
る
限
度

を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
な

る
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
２
）
航
空
機
騒
音

　
鯨
池
浄
水
場
で
、
航
空
機
騒
音
の

常
時
監
視
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
段

上
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
測
定
を
行
い

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
環
境
基
準
を
満
た
し
て

い
ま
し
た
。

（
３
）
新
幹
線
鉄
道
騒
音
・
振
動

　
上
大
市
１
・
５
丁
目
、
松
籟
荘
で

新
幹
線
鉄
道
騒
音
・
振
動
の
調
査
を

し
ま
し
た
。

　
騒
音
は
全
て
の
地
点
で
環
境
基
準

を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
振

動
も
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
さ
れ
る

指
針
値
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、

さ
ら
な
る
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

省
エ
ネ
機
器
の

設
置
も
サ
ポ
ー
ト

大
気
汚
染

水
質
汚
濁

騒
音
・
振
動

電
力
需
給
が
厳
し
い
時

関
電
・
市
か
ら
呼
び
か
け

市内の主要な駅などで啓発しています

④
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
主
と
し

て
オ
ゾ
ン
の
こ
と
。
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
の
原
因
物
質
）
、
⑤
一
酸
化
炭

素
、
⑥
炭
化
水
素
を
測
定
し
ま
し

た
。
　
こ
れ
ら
の
項
目
の
う
ち
、
④
光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
測
定
を
実
施

し
て
い
る
７
測
定
局
全
て
に
お
い

て
、
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
せ

ん
。
　
ま
た
こ
こ
数
年
、
光
化
学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
濃
度
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
な
お
、
他
の
測
定
項
目
に

つ
い
て
は
、
環
境
基
準
を
満
た
し
て

お
り
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

（
２
）
有
害
大
気
汚
染
物
質
調
査

　
市
役
所
局
・
鳴
尾
浜
・
山
口
小
学

校
局
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、
市
役
所

局
・
甲
子
園
局
・
塩
瀬
局
で
有
害
大

気
汚
染
物
質
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
調
査
で
も
、
環
境
基
準

が
設
定
さ
れ
て
い
る
項
目
で
基
準
を

満
た
し
て
い
ま
し
た
。


